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高レベル放射性廃棄物の処分方法の検討

出典：原子力発電環境整備機構資料より作成

原子力・エネルギー図面集

人間による恒久的な管理の継続は困難であり、将来世代にも管理の負担を負わせることになるので、
最終的には人間による管理がなくなったとしても安全に処分できる方法が検討されてきた。

・地層中への処分は、地下資源などが長期間保存されてきた多数の実例があり、実現可能性が高い
・宇宙空間への処分は、発射技術等の信頼性に問題がある
・海の深いところに捨てる海洋投棄は、ロンドン条約により禁止されている
・極地の氷床への処分は、南極条約により禁止されている。また、氷床の特性解明が不十分である
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●地層が本来もっている
物質を閉じ込める性質
を利用

●発射技術等の信頼性に
問題がある

●海洋投棄を規制してい
るロンドン条約により
禁止

●南極条約により禁止
●氷床の特性等の解明が
不十分

●人間による恒久的な管
理は困難
●将来の世代にまで監視
の負担を負わせる


